
B
棟
池
の
湖
岸
奨
藩
と
干
拓
事
業

(
下
編
)

青

田

敬

市

一
､
緒

言

本
誌
節
二
十

一
令
姉
二
放
乃
至
第
四
鉱
に
於
て
瓦
櫛

池
の
湖
岸
頻
蓬
の
大
要
を
論
越
し
た
｡
本
編
は
其
の
頂

用
に
し
て
主
と
し
て
互
椋
池
の
干
拓
事
業
に
就

い
て
述

べ
凡
と

する
も
の
で
あ
る
O

互
椋
池

汗
拓
問
題
は
既
に

四
十
年
氷
の
懸
案
に
し

て
p
漸
-
去
る
昭
和
八
年

一
月
よ
わ
之
が
干
拓
薯
施
の

運
び
に
至
っ
た
次
姉
で
あ
る
｡
湖
面
干
拓
七
宵
町
歩
と

沿
岸
既
桝
地
域
の
改
修
工
事
地
区
約

一
千
六
百
七
十
町

歩
合
計
二
千
三
宮
七
十
町
歩
の
大
地
域
は
捗
る
邸
業
で

あ
る
か
ら
､
其
の
開
墾
に
必
翠
な
る
主
要
事
業
の
計
蓋

は
主
と
し
て
農
林
省
に
於
で
行
は
れ
'
其
の
事
業
施
行

は
農
林
省
寓
菅
工
事
で
あ
る
と
共
に
､
府
常
並
に
地
元

瓦
林
地
の
湖
･=拝
観
過
と
ヤ
邦
雄
菜

の
耕
地
盤
排
組
合
の
三
者
合
同
的
施
行
事
業
で
あ
る
｡

従
っ
て
其
の
事
業
計
豊
並
に
賓
施
の
根
本
は
農
林
省
ほ

て
行
は
れ
､
末
都
市
伏
見
置
向
島
は
瓦
椋
池
開
墾
閣
僚

事
務
所
を
設
け
､
目
下
着
々
其
の
業

の
進
行
を
且
つ
!

あ
る
の
で
あ
る
｡
然
し
米
だ
其
の
緒
に
つ
い
た
の
み
で

あ
る
か
ら
､
事
業
施
行
の

顧末
を
鑑
に
述
べ
る
の
で
夜

-
て
'
主
と
し
て
'
工
事
計
霊
の
大
要
を
絹
介
せ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
｡
故
に
畏
朴
覇
の
囲
僚
工
事
計
憲
藩

を
主
と
L
t
京
都
府
の
干
拓
計
塞
輩
等
ほ
っ
in
J其
の
資

料
敬
神
た
る
外
､
且
椋
池
開
墾
間
借
工
事
部
弥
所
長
=:朕

林
技
師
可
知
賞

7
氏
の
御
憩
切
な
る
御
指
導
と
京
都
肘

戯
耕
地
整
排
課
'
京
都
帝
大
農
撃
邦
農
林
工
単
数
峯
に

数
を
受
け
た
る
鮎
大
で
あ
る
｡
露
に
碓
A
で
感
謝
の
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
る
O

d究

四
五
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第
二
十
二
巷

欝
三
蝿

7100

t
E六

二
､五
椋
池
及
び
沿
岸

耕
地
の
現
状

上
編
もこ
於
い
て
述
べ
た
如
-

宜
林
地
は

明
治
末
年
内
務
省
の
淀
川
改
修
工
事
竣
工

と
共
に
'
淀
川
と
は
一
体
の
排
水
路
にこ
よ

-
銭
尿
門
を
鯉
て
僅
か
ーこ
通
ず
る
に
止
せ

-
'
仝
-
死
滅
湖
と
化
し
た
｡
従
っ
て
昔

日
の
如
-
直
接
川
水
氾
濫
の
厄
は
金
-
負

る
J
布
を
符
た
が
､
周
囲
の
山
地
'
耕
地

並
に
本
湖
面
と
を
介
し
て
其
の
受
水
低
域

面
積
五
千
二
宵
五
十
町
歩
の
志
水
を
乗
-

る
故
､
そ
の
氾
濫
に
凍
る
約
･.LL班
耕
地
の

被
劣
莫
大
に
し

て､
浸
水
記
録
入
官
町
歩

に
及
ん
だ
串
も

ある
｡
之
は

一
に
排
水
の

不
完
全
に
基
関
す
る
も
の
で
あ
る
｡

東
棟

池
の
排
水
は
既
述
の
如
-
淀
川
左
:.ii堤
防

ーこ
約
･{
俗
解
前
川
運
河
に
ょ
つ
て
淀
川
も

排
水
す
る
の
で
あ
る
が
'
洪
水
時
に
放
て



は
木
津
川
逆
流
に
件
ふ
淀
川
水
位
の
上
昇
に
依
-
､
排

水
樋
門
の
.閉
鎖
せ
ら
る
㌧
部
多
-
'
且
つ
長
時
間
は
亘

か
池
永
排
水
不
可
能
と
な
-
.
必
飴
的
ほ
水
僅

(
互
株

池
の
)
を
上
昇
せ
し
め
.
右
の
如
-
沿
岸
新
地

へ
氾
濫

浸
水
L
t
藩
に
作
物
は
腐
蝕
枯
死
す
る
に
至
る
の
.で
あ

る
.
如
斯
現
象
は
他
の
灼
煉
部
が
勿
論
教
も
被
寛
大
で

あ
わ
'
池
よ
か
斬
る
る
に
後
払
被
告
轟
皮
を
漸
減
す
る

と
経
も
'
飼
排
水
不
良
に
し
て
十
分
在
る
土
地
利
用
を

促
進
す
る
事
困
難
で
あ
る
｡

.

次
に
湖
岸
耕
地
に
放
け
る
鵬
耽
状
況
を
見
る
に
､
瓦

林
地
の
北
基
部
は
主
と
し
て
宇
治
川
を
水
沫
と
す
る
樋

門
に
ょ
る
自
然
碓
配
に
嫁
つ
ね
の
で
あ
る
が
'
内
務
省

の
河
川
改
修
工
事
や
砂
利
採
取
の
特
典
､
淀
川
水
位
の

低
下
を
氷
し
.
曹
水
の
自
然
離
既
に
で
は
不
可
能
と
を

-
､
宇
治
川
筋
に
十
個
の
揚
水
機
を
設
擬
し
t
的
大
官

五
十
町
歩
の
沸
慨
を
行
っ
て
凍
た
が
'
猶
不
十
分
で

l

股
に
用
水
不
足
で
あ
る
.
池
の
南
方
よ
り
酉
方
に
展
開

す
る

完
仰
の
耕
地
は
山
地
よ
-,L
の
自
然
流
･溜
池
･木
津

州
よ
～,L
の
取
入
棚
門

｡
古
川
の

用水
等
ほ
よ
っ
て
､
約

瓦
杭
池
の
細
枠
担
超
と
干
端
部
業

一
千
飴
町
歩
を
酢
斬
L
ru攻
で
用
水
不
足
を
見
な

い
の

で
あ
る
｡

次
に
湖
岸
闘
係
町
村
に
於
け
る
土
地
利
用
の
状
態
を

見
る
ほ
'
農
業
月
数
は
約
二
千
九
官
僚
戸
'
其
の
耕
作

反
別

･
利
用
方
法
等
に
つ
き
琴

不
す
れ
ば
左
表
の
迫
-

で
あ
る
｡

即
ち

1
月
昏

-
托t七
反
､
畑
三
･七
反
'
計

ll
〇
･七

反
で
督
地
方
の

覚
悟よ
ら
見
て
荷
券
力
に
飴
刺
を
怒
め

ら
れ
る
｡

其
他
沿
岸
漁
業
不
振
に
し
て
､
薯
魂
の
如
-
純
漁
業

を
以
て
其
の
生
酒
を
保
持
す
る
事
困
難
と
改
み
､
晒
寛

恕
を
さ
ん
と
す
る
も
の
多
-
鍵
紳
問
題
は
勿
論
恥
骨
間

]110
T

H
七



地

球

鈴

二
十
二
懸

題
と
し
て
79
何
等
か
の
考
慮
を
排
は
夜
け
れ
ば
な
ら
舶

状
態
に
な
っ
て
ゐ
た
｡
荷
湖
岸
の
編
棒
地
'
恵
水
停
滞

地
は
マ
ラ
リ
ヤ
病
原
の
費
生
地
と
し
て
衛
塵
的
見
地
よ

-,L
も
特
定
免
除
地
位
と
し
て
取
扱
は
れ
で
ゐ
た
｡
舟
運

上
元
は
既
述
の
如
-
重
婁
な
交
通
的
使
命
を
持
っ
て
ゐ

ね
が
､
近
時
は
湖
底
蔑
-
な
み
僅
か
は
小
舟
に
よ
-
礼

凍
し
程
る
の
み
で
あ
っ
た
｡
飴
L
rJ
れ
と
て
も
夏
は
水

草

-i
面
に
繁
茂
し
､
冬
は
渇
水
し
舟
運
の
自
由
を
殆
ん

ど
失
以
鼻
に
死
滅
湖
と
化
し
て
ゐ
ね
｡

鑑
に
於
で
本
湖
を
干
拓
L
t
且
っ
湖
沼

完
W
の
既
耕

地
を
改
修
し
以
て
美
田
と
化
n
A
と
す
る
計
憲
が
'
銅

係
市
村
に
於
で
年
々
唱

へ
ら
れ
其
の
速
に
薯
現
さ
れ
人

事
を
熱
望
し
て
来
た
次
第
で
あ
る
.

三､干
拓
計
蓋
の
沿
革

本
湖
干
拓
事
業
が
企
問
せ
ら
れ
た
の
は
明
治
二
十
九

年
で
あ
る
｡
其
の
後
観
係
町
村
よ
-
其
の
筋

へ
出
願
陳

櫓
等
相
宿

い
ね
が
､
内
弥
省
淀
川
改
修
工
事
の
完
成
に

件
払
､
直
接
河
川
の
氾
濫
浸
水
被
宰
よ
-
免
る
る
教
程
､

酵
三
雛

71071

四
八

其
の
治
水
戚
碕
顕
著
な
る
事
整

骨
A
だ
｡
然
し
淀
川
水

位
の
低
下
と
共
に
湖
面
の
水
位
低
下
を
凍
し
漁
麓
の
聴

音
は
支
障
を
生
じ
､
薦
め
に
漁
民
の
堰
業
す
る
JG
の
多

-
.
沿
岸

一
昔
の
耕
地
に
不
足
を
生
じ
.
勢
以
之
が
購

張
を
必
要
と
す
る
様
に
な
っ
た
O
叉
淀
川
改
修
は
よ
っ

て
低
操
水
蜜
よ
-
免
れ
カ
と
雛
も
､
前
煤
で
略
逃
し
カ

様
に
沿
岸
受
水
低
域
よ
-
の
基
水
湛
水
は
よ
る
観
客
に

閏
ら
之

を
除
去
す
る
の
必
裳
に
迫
ら
れ
た
.
依
っ
て
大

軍

二
年
六
月
地
方
有
志
は
よ
っ
て
大
池
耕
地
盤
群
期
成

同
盟
倉
h
t組
織
L
t
大
正
五
年
十
月
に
は
沿
岸
各
村
を

ti
闇
と
す
る
宜
椋
池
干
拓
調
査
骨
を
組
織
し
大

い
に
豊

実
す
る
朗
が

あ
っ
た
｡

叉
政
府
は
欄
内
食
料
政
栗
の
見
地
よ
上

岡
内
耕
地

購
張
を
助
長
促
進
す
る
希
竺

大
正
七
年
度
よ
-
農
商

務
省
内
に
土
地
利
用
計
塞
鮎
を
設
置
し
､
耕
地
干
拓
の

聴
連
普
及
を
計
つ
ね
.
此
計
憲
に
よ
-
蓮
商
務
省
は
大

正
八
年
五
月
技
術
員
を
派
遣
し
p
本
湖

完
芸

地
質
調

査
其
他
の
基
本
的
調
査
を
行
っ
た
｡
既
往
轟
げ
ね
互
株

池
地
質
調
査
は
主
と
し
て
此
時
は
行
ほ
れ
た
も
の
で
あ

~
J
.･

T

†
‥.j~
.~..1.｣



節 二 間

つ
ヵ
o

大

iE
八

年

に

は

開
墾
助

成
怯

の

散

布
を
見
､
政
府
は

投
資
事
業
は
勤
し

年
々
六
分
の
補
助

金
を
交
附
す
る
罫

と
在

っ
た
0
こ
こ

に
於
て
干
拓
事
業

の
珪
成
の
莱
運
大

い
に
動

い
ね
が
漁

業
種
間
題
に
鏑
し

頓
挫
し
カ
｡
そ
の

後
曲
折
を
重
ぬ
た

が
､
大
事
業
在
る

食
め
具
櫨
化
す
る

に
い
た
ら
夜
か
つ

カ
｡其

の
後
大
規
模

瓦
林
地
の
相
伴
封
逮
と
干
拓
雄
諜



地

球

第
二
十
二
怨

開
墾
に
封
し
て
は
､

主
要
事
項
は
閣
僚
と
し
施
行
す
る

部
と
な
～,/

昭
和
二
年
よ
-
再
び
農
林
省
よ
-
係
官
を

派
遣
し
之
が
典
憶
的
事
業
案
を
作
成
し
､
蓬
に
昭
和
八

年

一
月
ま
わ
直

接
本
潮
干
拓
の

一
大
事
業
に
手
を
下
す

ほ
い
た
っ
た
O
こ
の
間
京
都
府
及
び
些
北
開
係
の
耕
地

基
排
組
合

の
寓
桂
岡
接
木
干
拓
に
力
を
露
せ
し
郵
幾
何

か
を
知
ら

老

い
帯
で
あ
る
｡
殊
に
干
拓
事
業
の
基
本
計

叢
や
調
査
に
終
始
し
允
故
高
橋
府
憩
林
技
師
は
本
事
業

の
成
就
を
見
ず
し
て
逝
去
さ
れ
カ
.
之
で
喜
ん
で
旧
し

程
ら
れ
る
で
あ
ら
う
｡
か
か
る
慣
れ
た
る
功
尊
者
に
戚

謝
の
念
tyj捧
げ
た
い
.

尊
堂
施
行
分
塘

玉
藻
池
開
墾
は
胆
に
互
株
池
の
干
拓
の
み
で
は
､
事

業

途
行
上
潜
を
得
光
る
も
の
で
な

い
｡
沿
岸
並
に
古
川

筋
の
既
耕
地
改
良
事
業
と
北
ハほ
行
ふ
べ
き
で
あ
る
｡
今

般
の
五
枚
池
干
拓
事
業
は
之
等
を
合
し
た

1i
大
事
業
で

あ
る
｡
従
っ
て
之
,ha
次
の
三
者
に
分
宿
せ
し
め
､
各

々

工
頚
が
施
行
ru
れ
る
の
で
あ
る
(節
二
間
磐
照
)0

閉
館
工
新

区
疎
池
開
墾
に
必
要
在
る
主
婁
工
都
o

餅
三
妖

言

凶

五
〇

排
水
機
場
工
事
､
吸
水
｡放
水
用
工
事
､
導
水
路
｡

放
水
借
工
事
､
釆
水
洗

｡用水
幹
線
工
事
の
大
部

分｡
府
曹

工
事

沿
岸

･
古
川
筋
の
新
地
改
良
の
基
本
設

備
､
排
水
機
購
入
据
付
工
事
､
迭
電
婁
竃
工
事
'

古
川
改
修
工
事
の

一
部
'
承
水
溝

一
部
の
工
事
｡

耕
地
賂
珊
組
合
工
事

右
両
者
に
属
せ
ざ
る
開
墾
地

内
部
の
工
事
､
並
に
既
新
地
改
良
の
薦
め
の
小
導

水
路
､
匿
劃
盤
排
等
｡

寄
集
費
諌
算
と
エ
串
期
間

本
事
業
の
事
業
紙
箱
壁
は
二
百
五
十
大
筒
五
千
飴
楓

に
し
て
､
事
業
主
機
別
の
内
葦
を
見
る
ほ

開
館
事
業
費

八
五
二
｣

一五
〇
回

府
紫
事
業
費

四
五
〇
､
0
0
0
回

耕
地
盤
排
組
合
事
業
費

11
､
二
六
三
､
五
〇
七
園

で
あ
る
｡
而
し
て
各
事
業
期
間
は
各
昭
和
七
年
度
よ
-

始
め
て
p

間
貸
は
昭
利
十
三
年
度
､

府
畳

は
同
十
年

度
､
新
地
整
理
組
合
事
業
は
同
十
凹
年
度
完

了
の
漁
定

で
あ

る
U



獅
本
邦
業
完
成
の
暁
は
放
け
る
年
々
の
平
均
利
益
紙

箱
の
如
何
は
政
も
興
味
あ
る
川
題
で
あ
る
が
'
其
の
.評

定
は
極
め
て
搬
轟
で
あ
る
｡
然
し
大
槻
の
兄
静
は
虹
耕

地
に
於
で
八
常
帆
､
開
拓
地
に
於
で
十
六
七
歯
間
計
二

十
四
五
借
倒
の
見
込
で
あ
る
｡

四

､
玉
椋
池
開
墾
計
憲

開
馳
計
蓋
は
既
視
の
如
-
亙
椋
池
の
干
拓
は
よ
る
約

七
Ⅵ
町
歩
の
新
新
地
の
形
成
と
､
湖
岸
既
新
地
千
六
百

七
十
町
歩
の
改
良
工
事
と
の
両
者
と
な
る
｡
前
者
は
初

生
と
し
て
排
水
機
は

よ
っ

て
排
水
す
る
計
婁
で
あ
る

が
'
其
東
川
節
約
の
鮎
よ
-
古
川
上
流
部
は
改
修
敏
行

ひ
.
且
つ
下
流
部
に
聞
果
延
長
し
て
之
を
運
河
に
連
絡

し
.
更
に
承
水
溝
を
新
設
し
､
之
等
の
水
路
に
よ
っ
て

完
全
に
池
の
外
用
紅
組
ら
さ
し
め
.
高
倖
部
の
水
が
池

の
低
温
部

へ
浸
水
す
る
卯
を
避
け
さ
せ
､
叉
用
凍
る
限

-
自
然
排
水
を
行
い
傍
ら
之
等
環
状
水
路
に
よ
っ
て
草

地
時
に
於
け
る
既
耕
地
内
の
過
度
の
用
水
消
耗
と
地
下

水
位
の
低
下
を
防
ぐ
郡
と
し
て
あ
る
｡

荘
杭
池
の
湖
拝
観
逆
と
十
和
離
米

又
干
拓
新
円
の
用
水
は
宇
治
附
近
よ
-
.宇
治
川
の
水

を
取
入
れ
る
計
蓋
で
､
用
水
路
の
み
は
横
鳥
堤
に
滑
ふ

て
既
に
殆
ん
ど
完
成
し
ttJ
ゐ
る
｡
本
用
水
は
新
開
墾
地

用
水
の
他
､
附
近
既
耕
地
の
不
足
水
を
も
補
給
す
る
事

に
な
っ
て
ゐ
る
.
今
此
等
開
墾
計
蓋
に
つ
き
相
詳
細
に

述
べ
や
う
｡

イ
'
排

水

計

壷

排
水
は
革
に
亙
横
地
･HLJ排
水
す
る
の
み
な
ら
ず
'
湖

岸

1,
fW
の
地
域
の
排
水
･kJ7P
行
ふ
も
の
で
､
之
を
三
地

位
に
分
け
Y
あ
る
｡
第

一
匿
(上
段
)
は
古
川
流
域
の
大

部
分
と
山
川
､
折
居
川
､
m
非
排
水
路
等
の
地
域
に
し

て
面
積
約
三
千
首
五
十
町
歩
､
古
川
は
大
林
蓮
よ
-
異

相
迄
之
を
改
修
し
.
安
田
に
て
新
設
泉
水
第

一
魂
及
び

承
水
姉
二
淡
と
合
流
せ
し
め
p
斑
は
悶
非
排
水
路
を
併

せ
'
現
在
大
池
中
堤
に
滑
ふ
排
水
新
線
に
よ
っ
で
'
来

一
口
に
で
自
然

排
水
路
光
る
大
池
運
河
に

放
流
せ
し

め
､
若
し
運
河
が
淀
川
本
流
水
菜
上
卦
の
た
め
樋
門
間

勤
の
と
9
,は
排
水
場
に
於
で
機
械
排
水
に
よ
る
も
の
で

あ
る
0

岩

.,]

立

.,



地

球

節
二
十
二
懇

第
二
置
(中
段
)
は
瓦
椋
池
東
北
部
宇
治
川
沿
岸
約
六

官
五
十
町
歩
の
排
水
で
あ
る
｡
之
に
は
折
居
川
を
改
修

し
二
分
さ
せ
､
一
は
第

一
国
の
承
水
溝
第
二
批
と
を
-
､

7
は
本
地
域
に
導

き
小
倉
村
東
北
輔
を
通
わ
t
E
椋
池

湖
岸
を
北
よ
少
閑
は
通
ず
る
釆
水
深
第
三
親
は
蓮
縛
す

る
も
の
で
.
二
の
丸
附
近
に
於
て
承
水
第
四
雛
を
承
け

排
水
機
場
は
連
絡
す
る
｡
本
地
匿
は
第
三
区
に
次
ぐ
自

然
排
水
可
能
時
間
少
き
地
域
で
あ
る
が
'
自
然
排
水
路

た
る
運
河
に
も
運
粍

ruせ
る
計
豊
で
あ
る
｡

第
三
瞳
(
下
段
)
は
所
謂
Lh
!椋
池
排
水
干
拓
の
主
嬰
地

域
で
､
湖
面
以
外
の
低
温
部
を
加

へ
約
千
官
町
歩
に
及

ぶ
｡
排
水
は
略
々
北
東
-
南
西
に
向
ふ
三
保
の
排
水
路

と
之
と
些
父
す
る

一
棟
(主
要
排
水
第
四
搬
)
の
排
水
路

と
を
湖
底
は
新
設
し
､
東

7
日
排
水
機
場
は
集
め
発
布

機
械
力
に
よ
る
排
水
で
あ
る
｡

排
水
計
蓋
の
第

一
歩
は
排
水
す
べ
き
水
量
の
決
定
で

あ
る
｡
本
池
内
に
基
積
す
る
水
量
は
①
直
接
湖
面
の
降

水
②
流
域
内
降
水
(
地
表
地
下
の
流
出
水
)
㊥
宇
治
｡淀
･

木
津
の
渚
川
の
地
下
水
の
三
つ
で
あ
る
｡
大
正
四
年
以

節
三
鍵

工員

五
二

降
昭
和
二
年
に
至
る
十
三
ケ
年
間
の
洪
水
時
に
於
け
る

瓦
楳
池
恵
水
根
門
蝕
間
中
､
毎
十
二
時
間
に
地
面
に
袋

帯
す
る
敢
大
畳
は
官
九
十

一
高
立
方
米
､
卒
均

一
砂
時

四
四
二
一立
方
米
､第
二
位
は
育
八
十
七
常
立
方
米
で
､

其
の
平
均
は
寝
砂
時
四
三
･四
立
方
米
で
あ
る
｡

乙

の

敢
大
集
積
風見
を
流
域
面
積
四
､
八
七
七
町
歩
(御
牧
村
大

部
分
を
除
-
)
を
以
て
除
す
る
と

一
町
宛
九
･
〇
六
秒
立

で
あ
る
.
山
林
新
地
等
の
流
域
か
ら
の
流
出
水
濃
は

1

町
歩
宛
八
二
二
秒
立
に
潜
る
｡

此
調
査
を
基
と
し
て
咽

筒
の
紐
餅
能
力
地
勢
等
を
考
慮
し
､
排
水
計
妾
を
た
で

ら
れ
て
あ
る
｡

又
干
拓
後
の
外
周
水
路
及
び
河
川
よ
-
の
湊
透
畳
等

の
断
定
は
困
難
で
あ
る
が
'
沿
岸
二
の
丸
池
干
拓
耕
地

の
酷
基
を
参
考
と
L
t
承
水
路
の
水
枕
･境
糖
の
土
質
･

構
造

｡
延
長

･
地

底

の
土
質
等
を
考
慮
し
､
洪
水
時
は

於

では
二
三

三
秒
立
方
米
､
平
時
に
於

で
二

三
九
秒

立

方米
の
修
造
及
び
湧
水
畳
あ
る
も
の
と
の
想
定
の
下

に
､
之
が
安
全
を
期
す
る
薦
め
前
記
基
準
水
魔
に
加

へ

72
畳
を
以
て
排
水
の
標
準
と
し
設
計
r
uれ
ね
も
の
で
あ



る
｡
相
客
水
路
は
封
し
て
は
其
の
支
配
面
積
に
腰
じ
､

此
の
梗
準
水
盤
を
十
分
は
排
除
し
程
る
丈
の
規
模
と
し

て
あ
る
0

排
水
計
豊
の
版
本
を
濁
す
排
水
量
の
決
定
が
前
述
の
L

如
-
糖
密
周
到
な
る
調
査
､
計
蓋
は
榛
わ
行
は
れ
ね
以

上
は
､
之
を
基
と
し
て
排
水
方
激
が
設
定
さ
れ
る
班
由

で
あ
る
｡

先
づ
排
水
路
計
蓋
は
就

レ､
て
見
る
に
本
計
蓋
は
.i･拓

計
蓋
の
根
本
を
な
す
韮
婁
孝
る
事
柄
で
あ
る
か
ら
､
其

の
設
定
は
憐
範
に
行
は
れ
た
も
の
と
恩
は
れ
る
｡
其
の

工
串
は
既
耕
地
と
瓦
林
地
湖
面
の
新
干
拓
地
と
の
二
部

分
に
分
け
て
見
る
事
が
出
来
る
｡
大
鰭
凋
上
に
明
か
在

る
如
-
､
既
新
地
の
も
の
は
i;
川
改
修
線
及
び
泉
水
溝

で
､
l,i･
拓
地
は
専
ら
排
水
溝
で
あ
る
｡
北
づ
南
部
の
古

川
は
大
林
｡安
田
間
の
四
千
六
宵
五
十
五
米
は
改
修
し
､

安
川

･
北

山
口
排
水
機
場
迄
は
二
千
七
BrTT五
十
五
兼
の

間
新
に
水
路
を
新
設
す
る
も
の
で
p
其
の
流
域
を
面
積

は
三
千
官
五
十
町
歩
に
蓮
す
る
｡

承
水
溝
は
宜
椋
弛
沿
岸
に

一
班
よ
身
第
五
助
ま
で
あ

宜
椋
池
の
湖
辞
挺
滋
と
干
拓
敏
光

-
､
他
は
阿
井
排
水
路
と
を
以
っ
て
排
水
機
能
を
敬
揮

せ
し
む
る
計
豊
で
あ
る
0
就
中
石
排
水
溝
中
承
水
購
第

二
砥

｡
節
三
鴎

･
及
び
市
川
下
流
部
の
三
線
と
に
よ
っ

て
新
干
拓
地
の
外
周
を
固
繰
し
､
以
っ
て
完
金
に
外
水

の
新
干
拓
地
に
侵
入
す
る
を
防
ぎ
､
併
せ
て
比
耕
地
の

排
水
幹
線
琴
ら
し
ひ
る
計
墓
で
あ
る
｡
右
承
水
溝
の
或

も
の
は
草
地
時
に
は
断
眠
用
水
櫓
に
東
邦
さ
れ
る
｡

干
拓
地
内
の
排
水
幹
線
及
び
主
要
排
水
路
は
北
ハに
用

排
兼
用
に
し
て
'
別
表
に
表
示
す
る
が
如
-
前
者
は
延

長
四
千
二
官
四
十
二
米
､
其
の
断
面
上
巾
四

一
米
弧
､

下
略
三
六
米
弧
､
水
洗

∵

二

Jt
米
､
.i
苗
分

Li
勾
配
で

あ
る
か
ら
干
拓
後
は
本
地
域
の
主
要
水
運
路
と
在
～,>舟

運
は
勿
論
醗
舟
場
に
利
用
さ
れ
る
汲
定
で
あ
る
｡
而
し

て
其
の
幹
線
は
池
面
最
低
郷
を
縦
貫
L
t
前
川
と
連
絡

し
排
水
機
場
に
至
る
｡
各
排
水
勝
の
終
期
に
於
け
る
流

域
面
積
､
通
水
畳
､
裸
足
敢
高
水
位
等
表
示
す
る
と
左

の
温
み
で
あ
る
｡

責

七

五
三



球

界
二
十
二
懲

･川や地未内

ヽJ- 〆て ⊂⊃ LlLt.LJIや
叩

茄;:也7kI● ● ● ■ ■

● ●■■ ■ ∴十｣二両~下意'IJLi'i防

∴ー!LLかー/ヽ ･lLJ

･一一一 波● ● -uI 北- .J1..-二 一七=
⊂⊃ ⊂⊃ 一､..一.一一● ■ ● ●i -J 一一一 一 那

矧】甘● ● ● ● ●

■ ■. TT.ItJ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂●宍 水虫
分一分一分六分八■分七分三分六分-.一一 勾

-一視,-鵡一千一千一千一千--千一-前⊥選

嘉一皮

8
'
排

水
設

備

前
記
の
三
地
匿
よ
-
基
る
排
水
勝
は
紙
で
光

一
日
掛

岸
の
揚
水
場
に
建
頂
す
る
も
の
で
此
所
に
於

で排
水
噸

筒
を
以
っ
て
淀
川
に
排
水
す
る
の
で
あ
る
｡
但
し
第

一

匿
(
上
段
)
の
み
は
互
林
地
運
河
に
よ
っ
て
自
然
排
水
を

行
い
､
排
水
不
能
と
な
る
に
及
び
人
工
排
水
の
計
妾
で

あ
る
｡
而
し
て
各
匿
排
水
機
の
基
準
揚
程
時
に
於
け
る

排
水
巌
を
見
る
ほ
雛

.1
匿
二
六
･七
三
秒
立
方
米
'第
二

第
三
班

]
一C
八

五
四

位
は
同
じ
-
玉

｡
C
二
秒
立
方
米
､
第
三
匿
は
明
か
で

な
い
が
二
秒
立
方
米
内
外
の
見

込
で
あ
る
｡
第
三
億
は

特
定
の
咽
筒
を
設
け
ず
.
第
一

匿
､
二
匿
の
も
の
を
充

用
し
､
排
水
す
る
も
の
で
あ
る
｡
之
は
主
に
鮭
鱗
的
見

地
よ
わ
凍
る
79
の
な
る
べ
-
.
節

二

第
二
の
高
水
地

域
かLj先
づ
排
水
し
､
然
る
上
第
三
位
の
底
位
郵
排
水
に

放
ぶ
も
の
で
あ
る
｡
飴
し
こ
れ
が
為
め
に
底
部
の
作
物

が
浸
水
枯
死
す
る
が
如
き
事
は
絶
対
に
な

い
｡
何
と
在

れ
ば

山
嘩

一院
の
水
を
排
除
し
此
の
主

匿
の
排
水
を

.

す
ま
で

一
二
月
を
婁
す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡

而
し
て
第
三
位
は
常
は
塘
械
排
水
を
必
要
と
す
る
｡

次
に
揚
水
機
並
に
其
の
動
力
に
つ
い
.て
見
る
ほ
'
本

干
拓
の
産
命
を
掌
る
79
の
は
揚
水
設
備
に
あ
る
故
そ
の

設
備
は
賓
に
常
金
を
期
し
~
内
外
水
位
の
壁
化
交
錯
す

る
を
都
合
よ
-
排
水
運
樽
を
間
る
べ
-
計
塞
さ
れ
'
目

下
大
概
の
工
事
を
綿

へ
一
部
運
晒
可
能
で
あ
る
｡
其
の

排
水
方
法
に
靭
し
て
は
､
複
都
多
岐
に
豆
-
p
到
底
畢

純
在
る
簡
明粥
を
為
す
教
程
な

い
か
ら
現
場
を
参
観

ruれ

正
調
を
御
薦
致
す
｡
岬
筒
は
可
動
蟹
式
軸
流
岬
筒
十
姦



む
設
備
す
る
の
で
あ
る
｡
揚
水
機
の
髄
力
は
宇
治
川
洪

水
位
(既
決
水
の
平
均
推
定
数
)
の
場
合
?i･
福
地
及
流
域

に

一
秒
時
基
水
菜
四
四
二
?立
方
米
(之
は
既
述
の
如
-

過
去
十
三
ケ
年
間
､
十
二
時
間
集
積
水
量
の
最
大
の

一

秒
時
水
且豊

を
揚
水
の
暇
定
水
量
と
し
て
算
定
し
た
の

で
あ
る
｡

而
し
て
第
三
置
(
下
段
)
に
湛
水
を
飴
ひ
る
は
'
噂
筒

運
樽
開
始
後
六
時
間
日
か
ら
で
､
湛
水
開
始
後
三
十
三

時
間
に
し
て
湛
水
は
敢
大
に
達
し
'
五
十
四
時
間
後
に

は
泥
水
皆
無
と
な
る
｡
乙
の
場
合
の
敢
大
港
水
畳
は
六

四
八
､
六
四
八
立
方
米
で
あ
る
｡
又
政
大
洪
水
時
の
場

合
で
も
湛
水
開
始
後
六
十
九
時
間
に
は
渥
水
皆
無
と
な

-
､
其
の
時
の
最
大
水
洗
は
〇
･
四
米
で
あ
る
が
､
大

豪
雨
は
多
-
八
月
以
後
に
凍
る
も
の
で
あ
る
か
ら
､
何

等
水
沼
の
成
育
に
封
し
被
･.i
:HLJ栄
ら
伯
と
い
ふ
革
に
な

る
｡
翫
-
べ
き
排
水
力
で
は
な
い
か
｡
常
水
〇
･
四
米

以
上
の
満
水
期
間
玉
十
飴
=
に
及
ん
だ
却
と
比
較
し
今

昔
の
蔵
に
打
た
41
ざ
る
h
=J得
な

い
｡

晒
筒
及
電
動
機

.i
見

よ
紋
池
の
池
｡LliL如
速
と
干
抑
却
柴

ハ
'
用

水

計

壷

用
水
の
水
源
は
場
所
に
依
-
次
の
如
-
数
ヶ
所
に
分

れ
て
ゐ
る
｡
を
の
第

一
は
宇
治
町
奈
良
線
銭
橋
附
近
よ

-
宇
治
川
の
水
を
自
然
幕
入
す
る
も
の
に
し
て
､
干
拓

新
田
に
約
六
百
二
十
三
町
歩
を
粧
灘
す
る
も
の
J
J
､
横

砧
堤
に
約
ふ
用
水
幹
線
姉
二
班
の
既
新
地
域

(
三
七
三

町
)

へ
の
給
水
路
と
な
る
7y-
の
J
J
で
あ
る
｡
次
に
干
拓

新
附
残
部
七
十
七
町
歩
の
用
水
は
江ー
井
排
水
路
及
第
三

批
承
水
溝
を
利
用
し
'
有
川
及
び
木
津
川
を
水
源
と
す

l‥rJi!,

瓦
滋



地

球

節

二
十
二
番

る
も
の
は
p
そ
れ
-
付1
改
良
工
事
を
施
し
､
兼

一
口
地

先
既
耕
地
の
は
揚
水

機
を
邦
ふ
る
人
工
沸
灘
と
す
る
計

蓋
で
あ
る
｡

而
し
て
干
拓
地

へ
の
所
婁
水
盤
は
〇
･
八
六
六
秒
立

方
米
'
比
和
地
所
用
水
畳
は
○

｡
九
五
〇
秒
立
方
米
の

査
定
で
あ
る
｡

此
等
用
水
工
事
完
成
の
上
は
如
何
な
る
草
地
時
と
錐

79
水
稲
の
被
害
を
決
る
恩
が
孜

S,事
に
在
る
｡
而
し
て

用
水
路
は
既
説
の
如
-
同
時
は
概
ね
排
水
路
を
兼
用
す

る
79
の
で
'
尊
用
水
路
は
第

一
､
二
､
三
親
等
の
幹

線は

限
る
見
込
で
あ
る
｡
荷
用
水
路
の
延
長
､
幅
員
､
勾
配

を
琴

不
す
れ
ば
次
の
迫
-
で
あ
る
｡

開
墾
'-十
拓
地
域
は
E
疎
池
(
大
池
二
一
ノ
丸
池
･中
内

解
三
雛

三
〇

五
六

池
･大
内
池
)
で
､
揚
水
機
は
よ
っ
て
域
内
の
排
水
を
行

ひ
､
漸
次
地
域
を
定
め
.
小
用
排
水
路
及
び
道
路
を
築

設
し
､
墾
田
と
な
す
計
豊
で
あ
る
｡
而
し
て
覗
在
京
椋

池
水
面
積
七
宵
九
十
町
歩
の
う
ち
.
墾
田
七
百
町
歩
を

得
ん
と
す
る
も
の
で
.
結
局
蔑
み
の
九
十
町
歩
が
水
路
･

其
他
に
充
皆
さ
れ
る
見
込
で
あ
る
｡

干
拓
地
底
は
平
均
千
二
可
分

一
の
渡
勾
配
で
あ
る
か

ら
'
排
水
を
な
し
'
陸
化
r
Jせ
る
と
を
の
ま
J
墾
田
と

な
る
｡
特
に
低

い
部
分
は
埋
立
を
施
行
し
､
墾
E=
設
定

後
の
排
水
は
前
記
の
迫
-
排
水
昔
に
連
稽

n
せ
'
動
力

排
水
に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡

地
域
内
は

泥
土
に
腐
植
質
を

過
分
.に
含
有
す
る
の

で
.
地
味
は
初
の
童
は
む
し
ろ
肥
沃
過
ぎ
る
碍
度
と
思

は
れ
る
｡

而
し
て
干
拓
地
内
の
現
在
の
田
及
び
そ
の
他
若
l,i･
の

部
分
は
'
干
拓
後
は
新
田
よ
少
梢
高
度
高
-
な
る
の
で
'

畑
地
と
し
て
利
用
す
る
計
塞
で
あ
る
と

い
ふ
｡
か
-
て

本
計
塞
薯
施
後
の
開
墾
地
金
城
の
地
目
は
左
記
の
如
-

l.
大
慶
動
を
来
し
､
恵
水
集
積
の
糧
地
は
鍵
じ
て
黄
金



の
波
打
つ
決
rH
と
化
す
る
の
で
あ
る
｡

頼
.
交
通
｡運
搬
計
蓮

本
地
方
は
交
通
至
便
p
各
地
に
至
る
交
通
幹
線
は
既

に
完
備
し
て
ゐ
る
の
で
'
此
等
既
設
通
路
と
本
干
拓
地

域
と
の
通
路
叉
は
､
村
落
と
干
拓
地
と
を
連
絡
す
る
新

道
の
設
定
を
必
要
と
す
る
｡
大
健
北
部
を
推
賞
す
る
大

利
締
道
を
基
幹
と
し
て
'
之
と
地
域
内
と
を
粘
ぶ
も
の

と
し
て
上
幅
三
二
ハ
米
の
道
路
を
以
て
幹
線
路
と
し
､新

作
道
は
上
幅

二

八
米
の
も

の
と
し
､
水
路
の
配
苫
田
割

斑
校
地
の
細
枠
担
迷
と
干
拓
離
菜

の
状
態
等
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
｡

干
拓
地
域
内
の
排
水
幹
線
は
舟
運
の
低
を
考
慮
し
て

計
蓋
さ
れ
で
あ
る
事
は
既
述
の
通
-
で
あ
る
｡
従
っ
て

I･a
川
と
干
拓
地
内
部
と
の
社
埜

父
渉
は
､
rJ
の
永
逝
は

依
っ
て
も
磯
展
す
る
で
あ
ら
う
0
現
在
に
於
で
旦

別
川

運
河
に
よ
っ
て
淀
川
と
の
舟
運
の
健
は
開
け
て
ゐ
る
0

へ
､
施
行
地
域
の
土
地
利
用
計
違

本
計
塞
完
成
の
暁
に
於
て
は
耕
地
は
水
田
約
七
宵
町

歩
で
あ
る
が
､
既
耕
地
で
道
路
'
水
路
､
堤
塘
等
に
利

用
せ
ら
る
る
面
積
約
二
十
四
町
歩
を
差
引
-
と
き
は
､

大
河
七
十
六
町
歩
の
相
加
J
J
在
る
｡
此
新
E;
利
用
の
方

法
に
つ
い
て
は
沿
岸
既
新
地
域
の
状
態
よ
カ
考
察
し
､

一
月
平
均
耕
作
地
を

一
町
六
段
歩
と
恨
足

し
､
沿
岸
踊

係
町
村
の
住
民
に
て
充
分
消
化
糎
皆
可
能
の
見
込
で
あ

る
｡
然
し
現
在
の
部
落
配
梶
と
新
新
地
と
の
距
離
が
可

成
大
で
あ
る
か
ら
､
二
男

二
二
月
等
の
農
家
子
弟
の
力

め
ほ
､
移
民
開
拓
を
奨
勘
す
る
意
味
よ
む
､
蔭
島
新
田

及
び
山
川
尻
の
二
ヶ
所
に
夫
々

-E
町
六
段
五
畝
歩

(
約

三
十
月
分
)
と

一
町

一
反
五
畝
鎗
歩
(
約
二
十
月
分
)と

二
二

五
七



地

球

妨

二
十
二
谷

の
宅
地
と
新
設
す
る
の
用
意
が
あ
る
｡

石

一
月
宛
耕
地

.t
町
六
段
は
'
産
衣
の
沿
岸
闘
係
町

村
現
在
新
地
面
積
よ
ら
決
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

翻
兼

l
n
の
漁
家
を
強
め
沿
岸
漁
家
約
二
官
月
中
､
其

の
過
半
の
宵
月
が
暇
に
良
家
に
樽
業
し
た
と
し
て
'
約

宵
数
十
町
歩
を
経
常
す
る
事
を
碍
'
輔
係
農
家
に
於
で

41
月
宛

一
町
六
段
耕
作
可
能
と
す
れ
ば
､
現
在
よ
-
約

六
百
町
歩
の
新
田
を
婁
す
る
か
ら
､
右
東

一
口
等
の
漁

家
頻
出
者
の
も
の
と
合
し
て
､
約
七
宵
飴
町
歩
は
優
に

闘
係
町
村
に
於

で消
化
総
督
し
称
る
と

い
ふ
敢
定
で
あ

る
0

付
則
平
均

.1
月
宛
新
地
面
積
と
埼
新
町
能
面
精

計御位 ′ト 村名村村村'

壁
;求
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第
三
班

三
二

五

八

五
ー
結

論

以
上
は
胆
に
宜
椋
池
干
拓
事
業
計
豊
の
大
要
を
紹
介

し
た
に
過
ぎ
な

い
が
､
之
を
地
排
撃
上
ま
わ
見
れ
ば
幾

多
の
董
大
在
る
意
義
を
見
出
す
も
の
で
あ

る
｡
即
ち
か

Jq
る
大
規
模
は
し
て
'
最
近
式
の
技
術
に
ょ
つ
て
干
拓

せ
ら
る
る
淡
水
湖
は
､
未
だ
骨
で
我
問
に
於
で
は
其
の

例
を
見
ざ
る
所
で
あ
る
｡
山
城
盆
地
の
癌
と
言
は
れ
ね

磁
畔
地
も
､
霜
に
其
の
絶

-
を
遼
げ
p
爾
後
永
遠
に
其

の
姿
を
渡
し
､
地
固
上
よ
り
抹
殺
rJれ
:
干
拓
良
田
七

官
町
歩
の
美
川
と
化
す
る
と
い
ふ
事
は
'
地
入
朝
閑
の

立
場
よ
-
廊

め
て
東
大
在
る
事
柄
で
あ
る
｡

か
-
人
口
数
千
を
有
す
る

言
放
相
の
耕
地
水
阿
南
積

に
匹
敵
す
る
干
拓
原
形
地
が
､
山
城
盆
地
の
中
央
に
短

日
月
の
間
に
新
は
出
現
す
る
の
で
あ
る
が
､
此
の
原
形

耕
地
を
如
何
に
置
劃
し
'
道
路
･水
路
｡衆
落

｡用水
等

を
如
何
に
決
定
す
る
か
､
概
括
的
な
が
ら
其

の地排
撃

的
考
察
を
試
る
事
は
意
義
あ
る
事
と
考

へ
る
｡
農
林
省

の
干
拓
計
塞
番
に
疲
れ
ば
､
干
拓
地
域
内
の
主
婁
排
水



溝
は
主
は
湖
面
の
低

い
鮎
.分
を
通
船
し
た
北
東
-

摘
西

の
主
排
水
溝
と
､
之
は
寓
交
す
る
79
の
と
を
築
g
J.
北
に

連
絡
せ
し
め
排
水
機
場
は
基
水
す
る
の
計
釜
で

あ
る
{3

叉
承
水
沫
も
其
の
二
三
を
除

い
て
は
殆
ん
ど

五
枚
池
の

地
形
に
支
配
さ
れ
て
附
淀
の
交
通
路
･用

水
路

｡耕
地
の

地
割
等
の
統
制
あ
る
方
向
を
無
税
さ
れ
た
る
排
列
で
あ

る
.
之
は

一
に
干
拓
寛
地
上
､
政
も
安
易
に
し
て
自
然
的

な
技
術
的
方
面
と
粒
碑
的
陶
係
に
櫨
っ

てか
-
計
蓋
TT,

れ
た
も
の
と
恩
は
れ
る
｡
誠
に
常
然
在

事で
あ
ら
う
が

慾
h
lt言
へ
ば
か
か
る
大
計
塞
孜
干
拓
事
業
を
､

然
も
開

拓
政
も
古
さ
京
都
近
郊
に
於
で
賓
施
さ
れ
る
以

上
は
､

胆
に
技
術

的
方
面
､
綻
酒
的
踊
係
の
み
に
立
脚
せ
ら
れ

ず
'
其
の
土
地
及
び
附
淀
の
歴
史

･
地
即
的
の
立
場
よ

り
之
を
考
察
し
､
計
塞
さ
れ
る
の
必
要
な
さ
か
と

い
ふ

問
題
で
あ
る
｡
即
ち
既
に
避
べ
た
如
-
､
湖
岸
既
新
地

の
交
通
路
｡用
水
路
･地
割

･
衆
路
等
は
う
古

い
時
代
よ

-
の
棟
里
制
に
基
き
'
其
の
方
向
は
兼
酉
､
南
北
に
剖

然
と
閲
劃
さ
れ
'
或
る
統

一
あ
る
配
列
に
よ
っ
て
み
る

の
で
あ
る
か
ら
.
今
新
干
拓
地
の
構
､
道
路
の
設
定
を

冗

緑
地
の
湖
搾
担
蓮
と
干
邦
雄
米

為
す
ほ
常

-
加
越
の
湖
岸
既
新
地
の
地
割
形
態
を
無
親

し
､新
拓
地
の
み
の
孤
立
し
た
地
割
に
よ
る
時
は
p
其
の

磯
運
上
後
代
大
な
る
不
便
む
見
な

い
79
の
か
ど
う
か
｡

ll
例
を
轟
ぐ
れ
ば
干
拓
地
完
成
後
に
於
で
暇
に
求
都
よ

-
南
に
向
ふ
政
道
か
､
又
は
重
要
間
道
が
敷
設
n
れ
る

と
す
れ
ば
､
必
ず
本
干
拓
地
内
を
通
過
す
る
も

の
在
る

事
は
､
過
去
の
歴
史
的
事
薯
､
現
在
の
r交
通
魂
の
方
向

よ
-
考
察
し

て7P
単
な
る
想
像
で
は
あ
る
ま

い
.
そ
の

際
新
拓
地
の

通路
･溝
･地
割
の
方
向
が
附
近
既
耕
地
の

を
肌
と

1i
致
し
た
配
列
で
な

い
場
合
に
於
で
は
､
或
地

鮎
は
全
然
そ
れ
等
の
工
事
を
新
に
塾
更
せ
な
け
れ
ば
在

ら
ぬ
結
果
に
立
至
る
か
も
到
ら
沿
｡
右
は
罫
に
其
の

一

例
に
過
ぎ
な

い
が
､
其
他
既
耕
地
封
新
耕
地
と
の
統
制

上
種
々
の
不
榎
を
来
す
輩
と
川
仙
ふ
｡
故
に
右
干
拓
計
蓋

に
薗

-
で
は
､
以
上
の
舗
鮎
む
も
考
慮
し
､
現
在
に
於

で
多
少
の
控
壁
を
節
約
す
る
事
は
決
し
て
宵
年
の
大
計

よ
わ
眺
め
て
皆
を
程
た
革
で
な

い
と
〓
心
ふ
｡

次
に
干
拓
後
の
土
地
利
用
計
蓋
は
就

い
て
は
'
末
だ

決
定
的
状
態
に
達
し
で
ゐ
覆

い
や
う
で
あ
る
が
､
大
鰭

三

三

五
九



地

球

節
二
十
二
各

段
島
新
田
及
び
山
川
尻
の
二
ヶ
所
は
約
五
十
月
分
の
宅

地
k
.像
足
し
移
住
地
域
を
定
め
で
あ
る
｡
此
の
祭
蕗
の

任
地
並
に
形
態
の
決
定
に
督
-
で
も
地
理
尊
的
立
場
よ

-
考
察
す
る
必
要
あ
-
と
寵

ひ
る
の
で
あ
る
｡
之
に
は

山
臆
過
去
は
於
け
る
干
拓
地
の
衆
落
磯
連
の
状
態
を
吟

味
し
.
加
ふ
る
に
新
拓
地
内
外
の
線
で
の
状
態
を
考
察

し
決
定
す
べ
き
で
あ
ら
う
｡
潜
水
我
問
の
開
拓
地
は
勿

論
干
拓
事
業

の
模
範
関
わ
る
和
蘭
の
ポ
ル
ダ
ー
の
例
を

見
て
も
､
か
IJ
る
干
拓
地
に
於
け
る
来
港

磯
連
の
状
況

は
､
殆
A
ど
菅
､
主
遺
又
は
主
構
は
沿
ふ
街
村
的
形
態

で
あ
る
｡
rJ
の
鮎
は
可
知
所
長
も
同
様
を

海
考

へ
の
棟

で
あ
る
｡
革

に
既
存
敦
落
よ
-
離
れ
た
元
の
湖
投
は
'

革
に
宋
落
改
定
地
と
し
て
若
干
の
土
地
を
裸
足
す
る
事

筋
三
雛

二
品

六
〇

は
､
常
を
得
た
も
の
か
否
か

1
考
す
べ

き
問
題
と
瓜
ふ

の
で
あ
る
0
此
の
場
各
は
於
で
は
周
嫁

割
の
既
赤
来
蕗

の
状
態
よ
-
新
新
地

へ
の
付
置
距
離
紬
係

･
主
要
交
通

線
と
の
踊
係

･
干
拓
地
内
の
官
民
有
地
の
配
列
状
態
等

を
此
故
考
察
し
､
干
拓
の
皆
初
よ
-
､
其
の
宋
群
の
位

置
､
形
態
等
を
計
塞
設
定
す
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
o

要
す
る
に
今
日
の
計
豊
は
官

年
後
の
影
響
を
考
慮
し

軍
に
樫
鱒
的
技
術
的
立
場
の
み
に
立
脚
せ
ず
､
石
に
述

べ
た
地
球
的
楳
件
､
歴
史
的
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る
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